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平
素
よ
り
秋
田
銀
行
を
ご
利
用
、お
引
き
立
て

い
た
だ
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、当
行
に
対
す
る
ご
理
解
を
一
層
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
、平
成
24
年
度
上
半
期
の
当

行
の
取
組
み
や
Ｃ
Ｓ
Ｒ
へ
の
取
組
み
を
中
心
に
、

読
み
や
す
い
形
に
ま
と
め
た「
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ 

Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｋ 

Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
」を
作
成
い
た
し
ま
し
た
。是
非

ご
高
覧
い
た
だ
き
、ご
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

　　

当
行
で
は
、「
輝
き
と
存
在
感
を
持
っ
て
、お
客

様
と
地
域
か
ら
圧
倒
的
に
支
持
さ
れ
る
と
と
も

に
、地
域
発
展
に
貢
献
で
き
る
銀
行
」を
中
期
的
に

目
指
す
姿
と
し
て
掲
げ
、こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の

第
２
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
、平
成
22
年
度
を
初
年
度

と
す
る
３
か
年
の
中
期
経
営
計
画「
あ
き
ぎ
ん

E
v
o
l
u
t
i
o
n〈
２
n
d 

S
t
a
g
e
〉」に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。こ
の
計
画
で
は
、「
収
益
の

増
強
」、「
組
織
の
強
化
」、そ
し
て「
地
域
発
展
へ
の

貢
献
」を
重
点
方
針
と
し
て
、こ
れ
ら
に
基
づ
く
諸

施
策
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

計
画
の
最
終
年
度
と
な
る
平
成
24
年
度
に
お

い
て
は
、地
域
の
お
客
様
へ
一
層
充
実
し
た
金
融

サ
ー
ビ
ス
を
ご
提
供
す
べ
く
、秋
田
駅
東
地
区
に

新
た
に「
東
中
央
パ
ー
ソ
ナ
ル
プ
ラ
ザ
」を
開
設
し

た
ほ
か
、従
来
以
上
に
幅
広
な
金
融
支
援
が
で
き

る
よ
う
、投
資
事
業
組
合「
あ
き
た
地
域
活
性
化

支
援
フ
ァ
ン
ド
２
号
」を
設
立
し
、再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
事
業
な
ど
の
新
規
分
野
へ
の
進
出
や
、円

滑
な
事
業
承
継
な
ど
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
態
勢

を
強
化
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
施
策
を
着
実
に
進
め
、一
層
の
収
益

力
の
向
上
な
ら
び
に
経
営
管
理
態
勢
の
強
化
に

努
め
る
こ
と
で
企
業
価
値
の
向
上
を
は
か
り
、

皆
さ
ま
の
期
待
に
応
え
る「
輝
き
と
存
在
感
の
あ

る
銀
行
」へ
到
達
す
る
よ
う
、引
き
続
き
役
職
員

一
同
、精
一
杯
の
努
力
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　　

本
誌
で
は
、Ｐ
5
〜
10
に
か
け
当
行
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ

へ
の
取
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

当
行
は
創
業
以
来
、地
域
に
お
い
て
円
滑
な
金
融

仲
介
機
能
を
発
揮
す
る
、充
実
し
た
金
融
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
と
い
う
本
業
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

環
境
・
文
化
・ス
ポ
ー
ツ
・
教
育
な
ど
、様
々
な
分
野

に
お
い
て
地
域
貢
献
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

地
域
の
持
続
的
な
発
展
に
向
け
た
こ
う
し
た
活

動
を
、当
行
で
は
広
く「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
」と
位
置
付

け
、職
員
一
人
ひ
と
り
が
主
体
的
に
取
り
組
む
こ

と
で「
地
域
共
栄
」の
経
営
理
念
の
実
践
に
努
め

て
お
り
ま
す
。

　

地
域
に
生
ま
れ
、地
域
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た

金
融
機
関
と
し
て
、今
後
と
も
地
域
社
会
の
一
員

と
し
て
模
範
と
な
る
活
動
を
実
践
し
、地
域
社
会

の
発
展
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、引
き
続
き
一
層
の
ご
支
援
、

ご
愛
顧
を
賜
り
ま
す
よ
う
、心
か
ら
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

地
域
に
生
ま
れ
、地
域
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た

金
融
機
関
と
し
て
地
域
の
発
展
に
取
り
組
む
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最
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の
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（平成24年9月30日現在）

2兆6,171億円
2兆4,272億円
1兆4,829億円

11.57％（国内基準）
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〈有限責任組合員〉

再生可能エネルギー事業者 事業承継に長期間を要する先

野村リサーチ・アンド・アドバイザリー

〈無限責任組合員〉

秋田銀行
大田区

産業振興協会

●アイデア提案
●設計
●試作機製作
●完成機械製作

量産協力企業の
募集、取りまとめ

企業の選定、共同研究

県内
ものづくり企業

農業生産者

大田区企業

技術開発・新分野進出量産化

量産化にかかる
事業提携

課題、ニーズの
相談・集約

月月月月月月月月月
MMMMMMMMaaaaaayyyyyyy

月月月
llyyyJJul

月月月月月月月月月月
OOOOOccccccctttttooooobbbbbbeeeeerrrr

月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
uuuuuugggggggggguuuuuussssssttttttttAAAAAAAAAAuuuuuu

月月月
MMay

　

駐
日
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
大
使
館

と
の
共
同
事
業
と
し
て「
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
経
済
交
流
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
ま

し
た
。秋
田
県
内
の
電
子
関
連
企
業
の

お
客
様
を
中
心
に
約
1
2
0
名
の
参

加
を
得
て
、ム
ハ
ン
マ
ド
・
ル
ト
ゥ
フ
ィ

駐
日
大
使
に
よ
る「
躍
進
す
る
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
経
済
の
可
能
性
と
魅
力
に
つ
い

て
」の
特
別
講
演
、同
国
大
使
館
・
工
業

省
職
員
と
お
客
様
と
の
交
流
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国

駐
日
特
命
全
権
大
使
を
招
致

「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
経
済
交
流

セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催

　

住
宅
ロ
ー
ン
を
は
じ
め
と
す
る
各
種

ロ
ー
ン
の
ほ
か
、学
資
保
険
・
医
療
保

険
・
終
身
保
険
な
ど
の
生
命
保
険
を
取

り
扱
う「
パ
ー
ソ
ナ
ル
プ
ラ
ザ
」を
、新

た
に
秋
田
駅
東
地
区
の
秋
田
東
中
央
支

店
内
に
開
設
し
ま
し
た
。平
日
は
19
時

ま
で
、土
曜
・
日
曜
は
10
時
〜
16
時
ま
で

営
業
し
て
お
り
、ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
関

す
る
資
金
計
画
に
つ
い
て
、専
門
ス
タ
ッ

フ
と
じ
っ
く
り
ご
相
談
い
た
だ
け
ま

す
。ま
た
、ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
ご
と
の
収
支
、金
融
資
産
残

高
、必
要
保
障
額
な
ど
の
推
移
を
無
料

で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る「
ラ
イ
フ
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
」に
よ
り
、

将
来
の
必
要
資
金
に
つ
い
て
具
体
的
に

イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

併
せ
て
、秋
田
東
中
央
支
店
で
は
平

日
の
営
業
時
間
を
19
時
ま
で
延
長
し
、

日
中
ご
来
店
で
き
な
い
お
客
様
の
ニ
ー

ズ
に
お
応
え
し
て
い
ま
す
。

秋
田
東
中
央
支
店
に

「
東
中
央
パ
ー
ソ
ナ
ル

プ
ラ
ザ
」を
開
設

県
内
７
か
所
目  

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
総
合
相
談
窓
口

　

国
内
有
数
の「
モ
ノ
づ
く
り
」技
術
が

集
積
す
る
大
田
区
産
業
と
秋
田
県
内

の
農
林
水
産
業
者
の
抱
え
る
機
械
化
等

に
よ
る
合
理
化
・
効
率
化
ニ
ー
ズ
を

マ
ッ
チ
ン
グ
し
、秋
田
県
内
ア
グ
リ
ビ
ジ

ネ
ス
の
強
化
を
は
か
る
た
め
、「
大
田
区

産
業
振
興
協
会
」と
包
括
的
業
務
協
力

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。高
度
な
技
術

を
活
か
し
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型
の
機

械
化
実
現
に
よ
り
、県
内
農
林
水
産
業

者
の
生
産
効
率
の
向
上
を
は
か
る
と

と
も
に
、開
発
機
械
の
量
産
化
に
向
け

た
県
内
機
械
産
業
と
大
田
区
企
業
と

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
い
、モ
ノ
づ
く

り
産
業
の
振
興
も
は
か
り
ま
す
。

　

す
で
に
、こ
れ
ま
で
機
械
化
が
難
し

か
っ
た「
じ
ゅ
ん
さ
い
」、「
ワ
ラ
ビ
粉
」、

「
に
ん
に
く
」な
ど
に
つ
い
て
、「
大
規
模

生
産
」・「
産
地
化
」を
目
指
し
て
専
用

機
械
開
発
に
着
手
し
て
お
り
、設
計
図
・

試
作
機
の
製
作
を
進
め
て
い
ま
す
。

「
大
田
区
産
業
振
興
協
会
」

と
包
括
的
業
務
協
力
協
定

を
締
結

農
林
水
産
業
の
機
械
化
ニ
ー
ズ
と

東
京
都
大
田
区
の「
モ
ノ
づ
く
り
」技
術
を
マ
ッ
チ
ン
グ

分
配

投
資

分
配

投
資

分
配

出
資（
99
％
）

管
理
報
酬 

等

出
資（
1
％
）
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先
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の
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と
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て
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ジ
ア
最
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級
の
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際
食
品

見
本
市「
香
港
フ
ー
ド
・
エ
キ
ス
ポ
」に

秋
田
県
内
企
業
７
社
と
と
も
に
秋
田
県

ブ
ー
ス
を
出
展
し
ま
し
た
。３
日
間
の

会
期
中
、参
加
し
た
県
内
企
業
７
社
の

商
談
件
数
は
合
計
2
3
4
件
に
の
ぼ
っ

た
ほ
か
、商
談
会
を
き
っ
か
け
に
現
地

バ
イ
ヤ
ー
と
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
確
立

し
て
販
路
を
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大
し
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る
例
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み
ら
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る
な
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、具
体
的
な
成
果
に
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な
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ま
す
。
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の
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」に
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銀
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秋
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を
出
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秋
田
県
に
お
い
て
は
、風
力
発
電
事

業
を
は
じ
め
と
す
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
対
す
る
取
組
み
が
活
発
化
し
て

き
て
い
る
ほ
か
、事
業
承
継
が
経
営
の

重
要
課
題
と
し
て
表
面
化
し
て
き
て
い

る
事
業
者
も
み
ら
れ
ま
す
。こ
う
し
た

ニ
ー
ズ
に
的
確
に
お
応
え
で
き
る
よ

う
、野
村
リ
サ
ー
チ
・
ア
ン
ド
・
ア
ド
バ

イ
ザ
リ
ー
株
式
会
社
と
共
同
で「
あ
き

た
地
域
活
性
化
支
援
フ
ァ
ン
ド
２
号
」

を
設
立
し
ま
し
た
。

　

当
フ
ァ
ン
ド
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
案
件
に
携
わ
る

事
業
主
体（
S
P
C
等
）へ
の
投
資
、事

業
承
継
を
予
定
し
て
い
る
事
業
者
の
株

式
取
得（
現
経
営
者
か
ら
後
継
者
へ
の

引
継
期
間
内
に
お
け
る
当
該
株
式
の
保

有
等
）な
ど
、融
資
以
外
の
金
融
手
法
を

用
い
た
幅
の
広
い
金
融
支
援
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

「
あ
き
た
地
域
活
性
化
支
援

フ
ァ
ン
ド
２
号
」を
設
立

「
成
長
産
業
分
野
へ
の
新
規
参
入
」・「
事
業
の
円
滑
な
承
継
」

な
ど
に
取
り
組
む
秋
田
県
内
事
業
者
へ
の
支
援

投資事業有限責任組合
あきた地域活性化支援ファンド2号

ニーズの発信、
共同研究、機械化導入に
よる生産の効率化

農業生産者の
課題、シーズ・
ニーズの情報
交換、現地調査

など
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秋
田
銀
行
の
C
S
R

わ
た
し
た
ち
は
、地
域
社
会
の
一
員
と
し
て

模
範
と
な
る
活
動
を
実
践
し
、地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
し
ま
す
。

地域社会の
持続的な発展への貢献

社会の
規範となる行動

各種商談会やセミナーの開催のほ
か、首都圏進出や海外取引拡大のサ
ポートも積極的に行っています。

地域経済の活性化

子どものうちからお金の役割や大切
さを学び、金融経済に関心を持って
もらうため、授業やイベントを行って
います。

金融経済教育

職場見学や職業体験の受入を通じ
て、キャリア教育を応援しています。ま
た、インターンシップ（大学生による
就業体験）も開催しています。

明日の人材育成

環境美化活動やチャリティー活動な
ど、地域に根ざした活動を各地で行っ
ています。

地域貢献活動

「あきぎんエコ宣言」に基づく日常業
務におけるCO2削減のほか、「森づく
り活動」などの積極的な環境保全活
動に取り組んでいます。

環境保全活動

地域社会の一員として、地域行事に
進んで参加しています。また、地域の
スポーツ振興のため、運動部各部に
よる指導やスポーツイベントへの協
賛などを行っています。

地域の賑わいと元気を応援

お客様のご意見・ご要望を行内で共
有し、サービス向上に努めています。
また、営業店ロビーでは、お客様から
ご提供いただいた美術作品などの展
示を行っています。

お客様満足度向上への取組み

目の不自由なお客様に対応したATM
の設置のほか、耳の不自由なお客様
のお手続きを補助する「コミュニケー
ションボード」などを全営業店に配備
しています。また、バリアフリー対応の
新店舗も順次拡大しています。

バリアフリーへの対応

お客様の環境志向をサポートする融資制度の取扱いのほか、「『ふるさと秋田』
子育て応援定期」の取扱いを通じて、地域ぐるみの少子化対策を応援しています。

お客様の社会貢献を応援する商品

ディスクロージャー誌による情報開示
のほか、投資家向け説明会や株主様・
お客様向け説明会を行っています。

情報開示と対話

コンプライアンスに関する定期的な
自己点検のほか、集合研修や店内勉
強会の開催を通じてコンプライアン
スの徹底をはかっています。

コンプライアンス（法令等遵守）

安心して秋田銀行をご利用いただくた
め、お客様保護等管理態勢の強化に
取り組んでいます。また、「個人情報保
護宣言」に基づき、お客様の個人情報
の適切な保護と利用に努めています。

お客様保護・個人情報保護

各種研修の開催と自己啓発支援によ
り、職員の成長をサポートしています。
また、役職員が意見交換する場を設
けて、所属部署の枠を超えたネット
ワークづくりを推進しています。

職員の成長支援と
働きやすい職場づくり

活動テーマ 1

活動テーマ 3

CSRレポー
ト

秋田銀行の
CSR

地域経済の活性化、金融経済教育、環
境保全活動など、地域社会の持続的な
発展に向けた活動に積極的に取り
組みます。

役職員一人ひとりが当行の担う公共的
使命と社会的責任を自覚し、法令遵守
のみならず、公私にわたり倫理的行
動に努めます。

女子バスケットボール部

森づくり活動

ステークホルダーとの
コミュニケーション

お客様・株主様・従業員をはじめとする、
さまざまなステークホルダーとのコ
ミュニケーションを重視し、一層の
信頼と親しみを感じていただ
ける銀行を目指します。

活動テーマ 2

秋田銀行のCSR活動体系
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活動テーマ 1

活動テーマ 3

CSRレポー
ト

秋田銀行の
CSR

地域経済の活性化、金融経済教育、環
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信頼と親しみを感じていただ
ける銀行を目指します。

活動テーマ 2

秋田銀行のCSR活動体系



CSRレポー
ト

秋田銀行の
CSR

塾生の自己紹介スピーチ

支援先のひとつ、しらかみファーマーズの
「にんにく」事業

関塾頭の講話

連携協定のスキーム

地
域
経
済
の
活
性
化
、金
融
経
済
教
育
、環
境
保
護
活
動
な
ど
、

地
域
社
会
の
持
続
的
な
発
展
に
向
け
た
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

当
行
で
は
、平
成
22
年
度
か
ら
24
年
度
に
か
け

て
、大
館
北
秋
田
森
林
組
合
、八
峰
町
、秋
田
市
、

お
よ
び
大
館
市
の
発
行
す
る
オ
フ
セ
ッ
ト
・
ク
レ

ジ
ッ
ト（
Ｊ-

Ｖ
Ｅ
Ｒ
）を
購
入
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
よ
り
、役
職
員
の
名
刺
や

現
金
封
筒
の
ほ
か
、当
行
が
秋
田
市
・
大
館
市
に

寄
贈
し
て
い
る
市
民
封
筒
な
ど
に
つ
い
て
カ
ー

ボ
ン・
オ
フ
セ
ッ
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト

　

秋
田
県
経
済
の
将
来
を
担
う
若
手
経
営
者
の

育
成
・
輩
出
を
目
指
し
、若
手
経
営
者
の
た
め
の

経
営
塾「
あ
き
た
未
来
塾
」を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

地
域
産
業
論
の
第
一
人
者
で
あ
り
、全
国
で
若

手
経
営
者
を
対
象
と
し
た「
私
塾
」を
監
修
、広

域
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
に
尽
力
さ
れ
て
い

る
関
満
博
氏
（
明
星
大
学
教
授
・
一
橋
大
学
名

誉
教
授
）を
塾
頭
に
迎
え
、秋
田
県
内
各
地
の
企

業
か
ら
塾
生
が
参
加
し
て
い
ま
す
。実
践
的
経

営
を
学
び
な
が
ら
、一
方
で
、全
国
の
経
営
塾
メ

ン
バ
ー
、未
来
塾
の
卒
業
生
と
の
つ
な
が
り
が
生

あ
き
た
未
来
塾

オ
フ
セ
ッ
ト
・
ク
レ
ジ
ッ
ト

（
Ｊ-

Ｖ
Ｅ
Ｒ
）の
活
用

「
秋
田
県
農
業
信
用
基
金
協
会
」の

保
証
付
融
資
の
取
扱
い
を
開
始

「
秋
田
ブ
ラ
ン
ド
」の
創
出
・
育
成

若
手
経
営
者
の
た
め
の
経
営
塾

ま
れ
、経
営
者
の
大
き
な
輪
が
県
内
経
済
に
良

い
循
環
を
も
た
ら
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

秋
田
県
の
基
幹
産
業
の
ひ
と
つ
で
あ
る
農

業
を
軸
に
、地
域
経
済
を
牽
引
す
る
産
業
や

「
秋
田
ブ
ラ
ン
ド
」の
創
出
・
育
成
な
ど
を
目
指

し
て
い
ま
す
。野
村
證
券
グ
ル
ー
プ
の
一
員
で
、

農
業
関
連
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
手
が
け
る

野
村
ア
グ
リ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
＆
ア
ド
バ
イ
ザ

リ
ー
の
ほ
か
、秋
田
県
、あ
き
た
企
業
活
性
化

セ
ン
タ
ー
と
と
も
に
県
内
各
地
の
産
品
や
地
域

動
向
な
ど
を
調
査
の
う
え
、「
秋
田
な
ら
で
は

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め
た
」４
者
を
選
定
し
、

個
別
支
援
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

各
事
業
者
と
と
も
に
事
業
戦
略
立
案
・
販
路

拡
大
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
商
品
開
発
な
ど
、課

題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
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地域経済の
活性化

地域経済の
活性化

環境保護への
取組み

　

本
年
10
月
20
日
に
、八
峰
町
八
森
の「
あ
き
ぎ

ん
の
森
」で
第
１
回
と
な
る
森
づ
く
り
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
役
職
員
約
１
２
０
名
が
ブ
ナ
や
ナ
ラ

の
苗
木
６
０
０
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。植
樹
は

平
成
26
年
度
ま
で
実
施
し
、そ
の
後
は
育
樹
活

動
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

森
づ
く
り
活
動

八
峰
町
で
の
森
づ
く
り
活
動
を

ス
タ
ー
ト
！

環境保護への
取組み

地
域
社
会
の
持
続
的
な

発
展
へ
の
貢
献

由
利
本
荘
市
で
は
４
年
目
の
活
動
を
実
施

　2008年11月から環境省がスタートさせた制度
で、国内の地球温暖化対策を促進するため、間
伐などの森林整備活動によるCO2の削減・吸収
量をクレジットとして認証し、売却できる制度。
　環境省が認定するため、クレジットの信用性
も高く、企業や自治体等が自助努力で削減でき
ないCO2量を同制度により購入したクレジットで
相殺するという地球温暖化対策の新たな手段と
して注目されている。

回 テーマ

第2期あきた未来塾カリキュラム（一部予定）
内　　容

第1回 開講式 塾頭講話、自己紹介等

第2回 リーダーシップ 「人間魅」あるリーダーを目指して

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

体験演習 経営シミュレーションゲーム

IT戦略 映像言語時代の情報運用戦略

人材・組織力 組織力を強化するための部下育成法を学ぶ

経営環境 社会経済の実態と中小企業の対応戦略

企業視察・合宿 他地域の企業視察、交流

特別講義 ○特別講演～事業承継
○経営者のためのスピーチ術

経営戦略

閉講式

自社の経営戦略を創出する

異業種交流

塾頭講話、塾生による卒業発表、修了証書授与等

東京都墨田区「若手経営者の会」との異業種交流会

　

由
利
本
荘
市
に
あ
る「
あ
き
ぎ
ん
の
森
」で

は
、平
成
21
年
度
か
ら
森
づ
く
り
活
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

松
枯
れ
被
害
の
大
き
か
っ
た
地
域
の
砂
防

林
再
生
を
目
指
し
て
植
樹
し
た
ク
ロ
マ
ツ
の

苗
木
は
、順
調
に
生
育
し
て
お
り
、今
後
3
〜

4
年
程
度
下
刈
り
を
続
け
た
後
は
自
生
で
き

る
見
込
み
で
す
。

【オフセット・クレジット制度
（Ｊ-VER : Japan Verif ied Emission Reduction）】

平成23年7月 平成22年10月

平成21年10月平成24年7月

　

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
強
化

す
る
た
め
、秋
田
県
農
業
信
用
基
金
協
会
と
債

務
保
証
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ

り
、同
協
会
の
保
証
付
融
資
の
取
扱
い
を
開
始

し
、新
た
な
事
業
に
取
り
組
む
農
業
者
の
資
金

調
達
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
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平成23年7月 平成22年10月

平成21年10月平成24年7月

　

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
強
化

す
る
た
め
、秋
田
県
農
業
信
用
基
金
協
会
と
債

務
保
証
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ

り
、同
協
会
の
保
証
付
融
資
の
取
扱
い
を
開
始

し
、新
た
な
事
業
に
取
り
組
む
農
業
者
の
資
金

調
達
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。



CSRレポー
ト

秋田銀行の
CSR

お
客
様
・
株
主
様
・
従
業
員
を
は
じ
め
と
す
る
、

さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
し
、

一
層
の
信
頼
と
親
し
み
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
銀
行
を
目
指
し
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ま
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
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ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
の
開
放

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

ステークホルダーとの
コミュニケーション

 

豊
か
な
地
域
づ
く
り
に
向
け
、文
化
・
芸
術
・
ス

ポ
ー
ツ
分
野
な
ど
の
地
域
イ
ベ
ン
ト
へ
、協
賛
・

支
援
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。秋
田

市
で
開
催
さ
れ
た「
フ
ェ
ル
メ
ー
ル 
光
の
王
国

展 

i
n
A
K
I
T
A
」や「
ア
キ
タ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」へ
特
別
協
賛
し
た
ほ
か
、

プ
ロ
野
球
公
式
戦「
東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン

イ
ー
グ
ル
ス
×
福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク

ス
」で
は
、秋
田
県
内
の
親
子
を
無
料
観
戦
に

招
待
し
ま
し
た
。ま
た
、当
行
が
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル

パ
ー
ト
ナ
ー
を
務
め
る「
秋
田
ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ

ネ
ッ
ツ
」の
2
0
1
2

-

2
0
1
3
シ
ー
ズ
ン

ホ
ー
ム
開
幕
戦
で
は
、子
ど
も
た
ち
向
け
各
種

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

文
化
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動

地
域
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
賛
・
支
援

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
活
動

芸術・文化・
スポーツ分野への

取組み

芸術・文化・
スポーツ分野への

取組み

芸術・文化・
スポーツ分野への

取組み

芸術・文化・
スポーツ分野への

取組み

 

本
年
9
月
〜
10
月
に
開
催
さ
れ
た「
ぎ
ふ
清
流

国
体
」で
は
、秋
田
銀
行
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
員
を
主
体
と
す
る
秋
田
県
成
年
女
子
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
が
、5
年
振
り
3
度
目
の

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

国
体
優
勝
を
目
標
に
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ

て
戦
い
ま
し
た
。秋
田
県
内
に
明
る
い

ニ
ュ
ー
ス
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
て
嬉
し

く
思
い
ま
す
。今
後
も「
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

王
国
・
秋
田
」を
目
指
し
て
練
習
に
励
み
な

が
ら
、子
ど
も
た
ち
に
も
こ
う
し
た
経
験
を

伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、当
行
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
で

は
、ジ
ュ
ニ
ア
選
手
や
指
導
者
の
方
を
対
象
と
し

た「
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
」を
各
地

で
開
催
す
る

な
ど
、秋
田
県

内
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
競
技
の

レ
ベ
ル
向
上
の

た
め
の
活
動
に

も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

佐竹秋田県知事への優勝報告鹿角市でのバスケットボールクリニック

秋
田
県
成
年
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

5
年
振
り
3
度
目
の
国
体
優
勝
に
貢
献

主
将
か
ら
ひ
と
こ
と

フェルメール
光の王国展
in AKITA

アキタ
ミュージック
フェスティバル

　

横
手
条
里
支
店

と
外
旭
川
支
店
で

は
、地
域
の
皆
さ
ま

に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ペ
ー
ス（
会
議
室
）を

開
放
し
、文
化
活
動

等
に
ご
利
用
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

ロ
ビ
ー
展

　

店
舗
の
ロ
ビ
ー
で
は
、保
育
園
児
に
よ
る
似
顔

絵
か
ら
、本
格
的
な
絵
画
や
美
術
作
品
ま
で
、さ

ま
ざ
ま
な
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、地
域
の

皆
さ
ま
の
作
品
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
Ｐ
Ｒ
を
応
援

　

店
舗
の
周
辺
エ
リ
ア
や
秋
田
県
の
観
光
・
特

産
品
な
ど
を
ご
紹
介
し
、地
域
の
Ｐ
Ｒ
を
応
援

し
て
い
ま
す
。

使いやすさＵＰ！
●音声読み上げ機能
●サイト内検索機能の向上
●店舗・ＡＴＭ検索ページの充実

便利さＵＰ！
●Wｅｂ申込み対象ローンの拡大
●パーソナルプラザ来店
　予約機能の導入

2012-2013シーズンホーム開幕戦「エスコートキッズ」

県
庁
支
店  

保
坂
和
音

　

本
年
11
月
1
日
よ
り
、当
行
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。今
回
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、デ
ザ
イ
ン
を
一
新
し
た
ほ
か
、

各
種
機
能
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、利
便

性
が
大
き
く
向
上
し
ま
し
た
。

盛岡支店
外旭川支店

藤里支店

新屋支店

稲川支店

県
庁
支
店 

保
坂
和
音
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資産の健全化

不良債権への対応

AKITA BANK REPORT 2012

不良債権比率 金融再生法開示債権

※1 【破産更生債権及びこれらに準ずる債権】

区　分

破産更生債権及び
これらに準ずる債権（※1）

危険債権（※2）

要管理債権（※3）

合　計

残高
（Ａ）

保全
（Ｂ＋Ｃ）＝（Ｄ）担保・保証等（Ｂ）貸倒引当金（Ｃ）

保全率

166

459

12

636

166

361

5

532

43

285

5

332

123

76

1

199

100.00

78.68

44.75

83.62

注１／単位未満四捨五入　注２／保全率＝（Ｄ）÷（Ａ）×100

（単位：億円）

（％）

　破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の申
し立て等の事由により、経営破綻に陥っているお取引
先に対する債権およびこれらに準ずる債権です。

※2 【危険債権】
　お取引先の財政状態および経営成績が悪化
し、契約にしたがった債権の元本回収および利
息の受取りができない可能性の高い債権です。

※3 【要管理債権】
　3か月以上延滞債権および貸出条
件緩和債権（金利の減免や利息の支
払い、元本の返済を猶予した貸出金
など）です。

平成24年9月末現在

　当行では、従来より貸出資産の健全化に積極的に取り組
んでおります。具体的には、本部内に設置している「企業経
営支援室」をはじめ、各営業店において企業の経営改善に向
けた各種支援活動を積極的に行っております。
　平成24年9月期については、不良債権処理費用が増加し
たことから、与信費用は前期比27億円増加し4億円となり
ました。
　また、平成24年9月末の不良債権額（金融再生法開示債権
ベース）は６36億円ですが、この不良債権が将来回収不能と
なった場合の備えである保全額（貸倒引当金、担保・保証）は

532億円であり、その保全率は83.62％と、高い水準を確保し
ております。
　なお、金融再生法開示債権のうち、危険債権および要管
理債権は、現在事業を継続されているお取引先への債権で
すので、すべてが回収不能に至るものではありません。仮に、
金融再生法開示債権がすべて回収不能になった場合、追加
で必要な不良債権処理費用は104億円（金融再生法開示債
権636億円－保全額532億円）ですが、「利益剰余金」（950億
円）だけでも十分対応可能です。　

不良債権処理費用
一般貸倒引当金戻入益

一般貸倒引当金繰入額

※与信費用＝不良債権処理費用＋一般貸倒引当金繰入額
　　　　　　－一般貸倒引当金戻入益

与信費用
■ 償却・引当の状況

■ 金融再生法開示債権の状況

■ 金融再生法開示債権推移

金融再生法開示債権に対する保全の状況

用
語
解
説

収益性・健全性

コア業務純益（※）…44億円 ■ コア業務純益の推移

【コア業務純益】

　コア業務純益は、コスト低減への取組みにより経費が減少した
ことを主因として、前期比2億円増加し、44億円となりました。

経常利益…38億円 中間純利益…20億円

　経常利益は、与信関係費用の増加に加え、株式等関係損益が
悪化したことから、前期比12億円減少し、38億円となりました。
　また、中間純利益は、前期比7億円減少し、20億円となりました。

用
語
解
説

　銀行の本来業務（預金、貸出、為替、有価証券など）から得られた利益であ
る「業務純益」から、期ごとに特殊な要因で大きく変動する「一般貸倒引当金
繰入額」と「国債等債券関係損益」を除いたもので、「銀行の基本的な利益」
を示します。

格付け（※）…A＋

【格付け】

　当行は、日本格付研究所（ＪＣＲ）から長期優先債務について格
付けランクの上位に位置する「Ａ+」を取得しております。
　「Ａ」は、「債務履行の確実性は高い」と定義されており、当行の
財務内容の健全性が評価されていることを示しております。

用
語
解
説

用
語
解
説

　格付けとは企業が発行する債券が「約束通りに元本および利息が支払わ
れる確実性の程度」を利害関係のない第三者（格付け会社）が判断し、その
結果を簡潔な記号にしたものです。なお、このランクが上位に位置するほど
安全性が高いとされています。

自己資本比率（単体）…11.57％
Tier （※）比率（単体）…11.04％

　自己資本比率は、前年同期末比0.16ポイント低下し、11.57％となり
ましたが、国内基準行に求められる4％を大きく上回っております。
　また、自己資本の内訳についても、劣後債等による調達は行っ
ておらず、TierⅠは普通株と剰余金による構成となっており、健全
性は十分に保たれております。

【Tier 】
　自己資本は、資本金、資本剰余金、利益剰余金等の基本的項目（TierⅠ）と、
劣後債、一般貸倒引当金等の補完的項目（TierⅡ）で構成されています。
TierⅠ比率とは、基本的項目のみで算出した比率で、一般的にこの比率が高
い場合「自己資本の質が高い」と言われております。

■ 単体自己資本比率・TierⅠ比率の推移

■ 経常利益と中間純利益の推移 経常利益

単体自己資本比率 TierⅠ比率

中間純利益
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資産の健全化

不良債権への対応

AKITA BANK REPORT 2012

不良債権比率 金融再生法開示債権

※1 【破産更生債権及びこれらに準ずる債権】

区　分

破産更生債権及び
これらに準ずる債権（※1）

危険債権（※2）

要管理債権（※3）

合　計

残高
（Ａ）

保全
（Ｂ＋Ｃ）＝（Ｄ）担保・保証等（Ｂ）貸倒引当金（Ｃ）

保全率

166

459

12

636

166

361

5

532

43

285

5

332

123

76

1

199

100.00

78.68

44.75

83.62

注１／単位未満四捨五入　注２／保全率＝（Ｄ）÷（Ａ）×100

（単位：億円）

（％）

　破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の申
し立て等の事由により、経営破綻に陥っているお取引
先に対する債権およびこれらに準ずる債権です。

※2 【危険債権】
　お取引先の財政状態および経営成績が悪化
し、契約にしたがった債権の元本回収および利
息の受取りができない可能性の高い債権です。

※3 【要管理債権】
　3か月以上延滞債権および貸出条
件緩和債権（金利の減免や利息の支
払い、元本の返済を猶予した貸出金
など）です。

平成24年9月末現在

　当行では、従来より貸出資産の健全化に積極的に取り組
んでおります。具体的には、本部内に設置している「企業経
営支援室」をはじめ、各営業店において企業の経営改善に向
けた各種支援活動を積極的に行っております。
　平成24年9月期については、不良債権処理費用が増加し
たことから、与信費用は前期比27億円増加し4億円となり
ました。
　また、平成24年9月末の不良債権額（金融再生法開示債権
ベース）は６36億円ですが、この不良債権が将来回収不能と
なった場合の備えである保全額（貸倒引当金、担保・保証）は

532億円であり、その保全率は83.62％と、高い水準を確保し
ております。
　なお、金融再生法開示債権のうち、危険債権および要管
理債権は、現在事業を継続されているお取引先への債権で
すので、すべてが回収不能に至るものではありません。仮に、
金融再生法開示債権がすべて回収不能になった場合、追加
で必要な不良債権処理費用は104億円（金融再生法開示債
権636億円－保全額532億円）ですが、「利益剰余金」（950億
円）だけでも十分対応可能です。　

不良債権処理費用
一般貸倒引当金戻入益

一般貸倒引当金繰入額

※与信費用＝不良債権処理費用＋一般貸倒引当金繰入額
　　　　　　－一般貸倒引当金戻入益

与信費用
■ 償却・引当の状況

■ 金融再生法開示債権の状況

■ 金融再生法開示債権推移

金融再生法開示債権に対する保全の状況

用
語
解
説

収益性・健全性

コア業務純益（※）…44億円 ■ コア業務純益の推移

【コア業務純益】

　コア業務純益は、コスト低減への取組みにより経費が減少した
ことを主因として、前期比2億円増加し、44億円となりました。

経常利益…38億円 中間純利益…20億円

　経常利益は、与信関係費用の増加に加え、株式等関係損益が
悪化したことから、前期比12億円減少し、38億円となりました。
　また、中間純利益は、前期比7億円減少し、20億円となりました。

用
語
解
説

　銀行の本来業務（預金、貸出、為替、有価証券など）から得られた利益であ
る「業務純益」から、期ごとに特殊な要因で大きく変動する「一般貸倒引当金
繰入額」と「国債等債券関係損益」を除いたもので、「銀行の基本的な利益」
を示します。

格付け（※）…A＋

【格付け】

　当行は、日本格付研究所（ＪＣＲ）から長期優先債務について格
付けランクの上位に位置する「Ａ+」を取得しております。
　「Ａ」は、「債務履行の確実性は高い」と定義されており、当行の
財務内容の健全性が評価されていることを示しております。

用
語
解
説

用
語
解
説

　格付けとは企業が発行する債券が「約束通りに元本および利息が支払わ
れる確実性の程度」を利害関係のない第三者（格付け会社）が判断し、その
結果を簡潔な記号にしたものです。なお、このランクが上位に位置するほど
安全性が高いとされています。

自己資本比率（単体）…11.57％
Tier （※）比率（単体）…11.04％

　自己資本比率は、前年同期末比0.16ポイント低下し、11.57％となり
ましたが、国内基準行に求められる4％を大きく上回っております。
　また、自己資本の内訳についても、劣後債等による調達は行っ
ておらず、TierⅠは普通株と剰余金による構成となっており、健全
性は十分に保たれております。

【Tier 】
　自己資本は、資本金、資本剰余金、利益剰余金等の基本的項目（TierⅠ）と、
劣後債、一般貸倒引当金等の補完的項目（TierⅡ）で構成されています。
TierⅠ比率とは、基本的項目のみで算出した比率で、一般的にこの比率が高
い場合「自己資本の質が高い」と言われております。

■ 単体自己資本比率・TierⅠ比率の推移

■ 経常利益と中間純利益の推移 経常利益

単体自己資本比率 TierⅠ比率

中間純利益
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当行
55.5％

他行
35.4％

その他
9.1％

法人
5,152億円
（21.2％）

個人
15,983億円
（65.9％）

その他
3,137億円
（12.9％）

秋田県外
2,402億円
（9.9％）

秋田県内
21,870億円
（90.1％）
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個人ローンの状況

貸出金の状況 ■ 貸出金残高

　貸出金は、事業先向け貸出金および個人向け貸出金が増加
したことを主因として、前年同期末比68億円増加し、１兆4,829
億円となりました。
　平成２4年9月末における貸出金残高に占める中小企業等向
け貸出金の割合は54.1％となっております。
　また、貸出金残高の秋田県内におけるシェアは、51.5％と高
い水準を維持しております。

貸出金 うち中小企業等向け貸出金

■ 秋田県内シェア（金融機関別）

■ 個人ローンの推移

■ 貸出先別 ■ 県内外別
平成24年6月末 平成24年9月末 平成24年9月末

　個人ローンは、住宅ローンが前年同期末比65億円
増加したことを主因として、前年同期末比76億円増
加いたしました。

個人ローン うち住宅ローン

貸出金の状況 AKITA BANK REPORT 2012

預り資産（※）残高の推移

預金の状況

　預金・譲渡性預金は、個人預金、法人預金のほか、地公体か
らの預金なども好調に推移し、前年同期末比737億円増加し、
２兆4,272億円となりました。
　平成２4年9月末の預金・譲渡性預金残高に占める秋田県内
残高の割合は90.1％となっております。
　また、預金残高の秋田県内におけるシェアは、55.5％と高い
水準を維持しております。

■ 秋田県内シェア（金融機関別）

■ 預り資産残高の推移　　

■ 預金者別 ■ 県内外別
平成24年6月末 平成24年9月末 平成24年9月末

　預り資産は、公共債は減少したものの、投資信託
および生命保険の販売が順調に推移したことか
ら、前年同期末比99億円増加し、2,116億円となり
ました。

預金・預り資産の状況 AKITA BANK REPORT 2012

■ 預金残高 預金・譲渡性預金 うち個人預金

公共債残高 投資信託残高 生命保険残高

他　行・・・・・・・・都銀・地銀・第二地銀
その他・・・・・・・・信用金庫・信用組合
譲渡性預金は含まれておりません。　［資料：預金・貸出金一覧〈日本金融通信社〉ほか］

●
●
●

【預り資産】用
語
解
説

　預金のほか公共債、投資信託、生命保険など金融商品を
総称して「預り資産」と呼びます。また、個人年金保険、一時
払終身保険を総称して「生命保険」と呼んでおります。

県内預金内訳

14,100

8,029

14,82914,829

8,016

14,76114,761

8,055
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［資料：預金・貸出金一覧〈日本金融通信社〉ほか］

●
●

地方公共団体向け
3,144億円
（21.2％）

うち個人
14,671億円
（67.1％）

うち法人
4,210億円
（19.2％）
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貸出金の状況 ■ 貸出金残高

　貸出金は、事業先向け貸出金および個人向け貸出金が増加
したことを主因として、前年同期末比68億円増加し、１兆4,829
億円となりました。
　平成２4年9月末における貸出金残高に占める中小企業等向
け貸出金の割合は54.1％となっております。
　また、貸出金残高の秋田県内におけるシェアは、51.5％と高
い水準を維持しております。

貸出金 うち中小企業等向け貸出金

■ 秋田県内シェア（金融機関別）

■ 個人ローンの推移

■ 貸出先別 ■ 県内外別
平成24年6月末 平成24年9月末 平成24年9月末

　個人ローンは、住宅ローンが前年同期末比65億円
増加したことを主因として、前年同期末比76億円増
加いたしました。

個人ローン うち住宅ローン
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預り資産（※）残高の推移

預金の状況

　預金・譲渡性預金は、個人預金、法人預金のほか、地公体か
らの預金なども好調に推移し、前年同期末比737億円増加し、
２兆4,272億円となりました。
　平成２4年9月末の預金・譲渡性預金残高に占める秋田県内
残高の割合は90.1％となっております。
　また、預金残高の秋田県内におけるシェアは、55.5％と高い
水準を維持しております。

■ 秋田県内シェア（金融機関別）

■ 預り資産残高の推移　　

■ 預金者別 ■ 県内外別
平成24年6月末 平成24年9月末 平成24年9月末

　預り資産は、公共債は減少したものの、投資信託
および生命保険の販売が順調に推移したことか
ら、前年同期末比99億円増加し、2,116億円となり
ました。

預金・預り資産の状況 AKITA BANK REPORT 2012

■ 預金残高 預金・譲渡性預金 うち個人預金

公共債残高 投資信託残高 生命保険残高

他　行・・・・・・・・都銀・地銀・第二地銀
その他・・・・・・・・信用金庫・信用組合
譲渡性預金は含まれておりません。　［資料：預金・貸出金一覧〈日本金融通信社〉ほか］

●
●
●

【預り資産】用
語
解
説

　預金のほか公共債、投資信託、生命保険など金融商品を
総称して「預り資産」と呼びます。また、個人年金保険、一時
払終身保険を総称して「生命保険」と呼んでおります。

県内預金内訳

14,100

8,029

14,82914,829

8,016

14,76114,761

8,055

（単位：億円）

平成22年
9月末

平成23年
9月末

平成24年
9月末

16,000

8,000

10,000

12,000

14,000

0

当行
51.5％

他行
40.2％

その他
8.3％

個人向け
3,335億円
（22.5％）

その他
3,656億円
（24.7％）

秋田県外向け
4,213億円
（28.4％）

中小企業向け
4,694億円
（31.6％）

秋田県内向け
10,616億円
（71.6％）

県内向け貸出金内訳

中小企業等向け貸出金
（54.1％）

他　行・・・・・・・・都銀・地銀・第二地銀
その他・・・・・・・・信用金庫・信用組合
［資料：預金・貸出金一覧〈日本金融通信社〉ほか］

●
●

地方公共団体向け
3,144億円
（21.2％）

うち個人
14,671億円
（67.1％）

うち法人
4,210億円
（19.2％）

その他
2,989億円
（13.7％）

うち個人向け
3,133億円
（29.5％）

うち中小企業向け
3,460億円
（32.6％）

その他（地公体ほか）
4,023億円
（37.9％）

（単位：億円）

平成22年
9月末

平成23年
9月末

平成24年
9月末

25,000

10,000

15,000

20,000

0

22,616

15,983

24,27224,272

15,680

23,535

15,115

1,200

1,000

800

600

400

200

1,400

1,600

1,800

2,000

2,200

0
平成23年9月末平成22年9月末 平成24年9月末

（単位：億円）

2,040 2,017
796

585

525

905

496

555

1,063
2,116

672

572

3,500

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0
平成23年9月末平成22年9月末 平成24年9月末

（単位：億円）

3,007
2,822

2,995
2,811

3,071
2,876

業績ハイライト




